















































































































10 名、合計 30 名以上になると、食事の準備が大変
になる。
３）復興段階に合わせて新たなサポート拠点の在り方の
提言
　現在のところ明らかになっている点であるが、この
100m2 程度の小規模なサポートセンターであっても十分
機能することがわかり、また、グループホーム型仮設住
宅との連携も考えると、かなり活用ができることがうか
がわれた。まだ質的な分析にとどまっているのでさらに
詳細な調査で検証していきたい。
４　今後の具体的な展開
　開所が予定より遅れたため、引き続きサポートセンター
の利用状況等の調査を続け、サポートセンターのあり方
について提言していく。なお、これらの経過を踏まえ、
学会での発表等において、サポートセンターを含めた仮
設住宅地の計画論を提言していく予定である。
図−１　サポートセンター平面図
